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共創ネットワーク

　2018 年度の全国学力・学習状況調査（全国学力テス

ト）が、2018 年 4 月 17 日に小学 6年生と中学 3年生を

対象に全国で一斉に行われ、国立・公立・私立の小中

学校合わせて 2万 9709 校の児童・生徒、およそ 213 万

4000 人が受験しました。

　国語、算数・数学に、3年ぶりに行う理科を加えた 3

教科で実施されました。理科は、2012 年度から 3 年に

１度実施され、今回で 3回目の実施となりました。国語

と算数・数学は、おもに基礎知識を問うＡ問題と、応用

力をみるＢ問題に分けて出題されますが、理科は基礎

知識と応用力をみる問題をあわせた出題となります。

　教科ごとに、どのような傾向や単元の出題があった

かを解説します。

○小学国語について
　Ａ問題では、慣用句や敬語、漢字などの基礎知識を問

う問題のほかに、図書館への行き方を説明した会話文

についての問題や、オムレツを作ったあとの感想から、

オムレツをうまく作るためには、作り方のどの部分に

注意して読めばよいかを問う問題など、目的に応じて、

情報を伝えたり取り出したりできるかどうかをみる問

題が出されました。

　また、慣用句の問題は、「心を打たれる」の正しい意味

を問うもので、中学国語のＡ問題でも同じ出題があり

ました。このように小中学校のテストで同じ慣用句の

意味を問うのは、今回が初めての試みであり、結果によ

っては、慣用句の習熟について把握できる可能性があ

ります。

　Ｂ問題では、言葉の使い方についての話し合いの場

面で、参加者の質問の意図を問う問題や、献立を推薦す

る文章を目的や意図に応じて書かせる問題、伝記を読ん

で自分の考えをまとめる問題などの出題がありました。

○小学算数について
　Ａ問題では、除法の意味が理解できているかどうか

をみる問題や、数量の関係を数直線上に表すことがで

きるかどうかをみる問題、単位量当たりの大きさにつ

いての問題や、角の大きさについての問題、円周率の意

味を問う問題など、過去のテストで正答率が低く、課題

となっている問題からの出題が多くみられました。ま

た、今回初めて、空間の位置の表し方について出題され

ました。

　Ｂ問題では、敷き詰め模様について、図形を観察する

力や論理的に考察・表現ができるかどうかをみる問題

や、玉入れゲームの計画について、問題に示された情報

から条件に合う時間を求める問題、アンケートの結果

について、複数の観点で考察したり表現したりできる

かどうかをみる問題、九九の表から見いだした数量の

関係について考察する問題などの出題がありました。

○小学理科について
　生物を愛護するという観点から、ツバメのひなを観

察する方法として適切なものを選ぶ問題や、鳥の翼と

ヒトの腕のつくりを調べたレポートについて考察する

問題などの出題が見られました。

　また、増水による土地の変化や、プロペラを利用した

扇風機作り、海水のろ過の実験などについて、結果を見

通して実験を構想することができるかどうかをみる問

題、実験の結果からより妥当な考え方に改善すること

ができるかどうかをみる問題など、実験を通して科学

的に探究する力をみる問題が出題されました。

○中学国語について
　Ａ問題では、物語や説明文の読み取り、接続詞のはた

らきや漢字の読み書き、慣用句の意味などの出題のほ

かに、スピーチを論理的な構成や展開に注意して聞け

るかどうかをみる問題や、図書だよりについて、伝えた

い事柄のまとまりや順序を理解できているかどうかを
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みる問題などの出題が出されました。

　Ｂ問題では、図表を用いた説明文について、文章とグ

ラフの関係を考えながら内容を読み取ることができる

かどうかをみる問題や、ロボットについての資料を作

成して発表する場面に関する問題、文学的な文章につ

いて、物語のあらすじを書く問題など出されました。

　
○中学数学について
　Ａ問題では、正負の数の計算や、文字式の計算とその

利用、方程式、平面図形や空間図形、図形の性質と証明、

関数、資料、確率などの中学 2年生までに学習する単元

について、過去のテストで正答率が低く、課題となって

いる問題から多く出されました。

　Ｂ問題では、3 つの計算の順番にしたがって求めた

数について考察する場面で、予想したことが成り立つ

かどうかを確かめたり、文字式で説明したりする力を

問う問題や、四角形の対角線について、平行四辺形の証

明を振り返ることで、新たな性質を見いだすことがで

きるかどうかをみる問題などが出されました。

　また、放送委員の取り組みについて、アンケートやく

じ引きの結果をもとに、昼に放送する曲の決め方を数

学的に解釈したり説明したりすることができるかどう

かをみる問題や、列車の写真を撮影する計画を立てる

場面において、ダイヤグラムなどから必要な情報を読

み取ったり、問題解決の方法を数学的に説明したりする

問題、バスツアーでの旅行の料金についての問題など、

日常的な場面において、数学的に解釈したり、問題解決

に数学を利用したりする問題が多く出されました。

　
○中学理科について
　光の反射を利用する「テレプロンプター」のモデルを

作る場面において、光の性質についての知識や技能を

活用することができるかどうかをみる問題など、生徒

が理科の問題として見慣れないテーマをもとに、理科

の知識や技能を活用できるかどうかをみる問題が出題

されました。

　また、アサリが出す砂の量が何に関係しているのか

を、実験を通して科学的に探究する問題や、台風の進路

や風向を、コンピュータを使ったシミュレーションで

科学的に探究する問題、ファラデーの著書である「ロウ

ソクの科学」を読んで書かれたレポートについての問

題、刺激と反応の知識を用いて、運転中の運転士に話し

かけてはいけない理由を科学的に探究する問題など、

日常的な場面から、科学的な課題を設定したり、実験を

計画・構想したりする問題が多く出されました。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）

　新学習指導要領では、「知識及び技能」、「思考力、判断

力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱

の目標が掲げられています。これらの目標のもとに改

訂された、外国語［外国語活動・英語］と国語の新しい

指導要領について、具体的な内容を整理します。

【英語】

（１）小学校　外国語活動・外国語［英語］
　学習指導要領の改訂に伴い、これまで小学校 5、6年

生で行われてきた外国語活動が小学校 3 年生から開始

されます。2020 年度から全面的に小学校 3、4年生での

外国語活動がスタートし、小学校 5、6年生で英語が科

目として新設されます。新学習指導要領に定められた

小学校英語の目標を紹介し、小学校 3、4年生での外国

語活動が現行のものからどのように変わるのか、また、

小学校 5、6年生で教科化されることによって何が変わ

るのかを解説します。

１．目標

　現行の学習指導要領では、外国語活動の目標は「（省

略）コミュニケーション能力の素地を養う」と簡潔に記

されていましたが、改訂後は 5領域（聞くこと、読むこ

と、話すこと［やり取り］、話すこと［発表］、書くこと）の

それぞれに具体的な到達目標を設定しています。（小学

校 3、4年生は「聞くこと」、話すこと［やり取り］、話すこ

と［発表］の3領域。）例えば、外国語［英語］の「聞くこと」

では、「簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることがで

きるようにする」、「具体的な情報を聞き取ることがで

きるようにする」、「短い話の概要を捉えることができ

るようにする」とあり、より実践的なコミュニケーショ

ンの場を想定した、基礎的な技能を身に付けることが

目標になっていることがうかがえます。

２．内容

①小学校３、４年生　外国語活動

　新学習指導要領の目標の 3 つの柱のうち「知識及び技

能」と「思考力、判断力、表現力等」の 2つに分けて示さ

れています。「思考力、判断力、表現力等」では、さらに
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